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活動に貢献ミ 

賓づ文伯費助員表診 
平 成 5 年 度 

スポーツ賞・文化奨励賞表 

(
 

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
文
化
活
動
に
、
秀
れ
た
成
績
を
収
め

ら
れ
た
市
民
に
対
し
て
、
市
が
表
彰
す
る
「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
及
び
 

「市
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
、
一
一月
一
一
十六
日
、
市
中
央
公
民
館

で
、
関
係
者
約
、
一一
百
人
が出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
の
中
田
寿
造
さ
ん
（
野

球
）
と
青
山
詞
一
さ
ん
（
ス
キ
ー
）
を
は
じ
め
、
指
導
者
賞
三
人
、
 

奨
励
賞
個
人
・
団
体
ニ
百
ニ
＋
七
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
九
十
九
人
、
と
、
 

文
化
奨
励
賞
で
は
、
受
賞
ニ
回
の
渋
谷
慎
一
郎
さ
ん

（
書
道
）を
は

じ
め
個
人
・
団
体
等
、
七
十
五
名
の
方
々
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
 

▽
功
労
賞
 

中
田
寿
造
廿
野
球
（
太
刀打

・

早
蕨
）
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
公

認
審
判
員
と
し
て
各
種
大
会
に
貢

献
し
つ
つ
、
小
・
中
学
生
及
び
、
 

各
種
団
体
の
育
成
指
導
に
つ
と
め

ま
し
た
。
 

青
山
駒
一
廿
ス
キ
ー
（
青
森
市

大
野
）
神
山
ス
キ
ー
場
の
開
発
に

尽
力
、
昭
和
五
十
六
年
ま
で
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
。
現
在
、
医
師
と
し
て
、
又
日

本
体
育
協
会
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

▽
指
導
者
賞
 

永
津
栄
一
廿
陸上
（
ー
ッ
谷
）
 

工
藤
慎
吾
廿
剣
道
（
豊
成
・
田
子ノ

浦
）
小
田
桐
匡
孝
廿
陸
上
（
栄
町
）
 

▽
個
人
 

●

少
林
寺
拳
法
・
高
橋
さ
ゆ
り
（
五

一
高
三
）
神
 
理
香
子
（同
）
武
田

公
介

（同
）
荒
関
龍
栄
（
同
）
葛

西
直
哉
（
同
）
外
崎
潤
（
同
）
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
秋
田
将
宏
（五
 
 

工
業
高
三
）
成
田
克
（
同
二
）
 

●

ボ
ク
シ
ン
グ
 
木
村
浩

（
五
工

業
三
）
成
田
貴
由
樹
（
同
二
）
 

●

相
撲
 
江
良
慈
彦
（近
畿
大
三
）
 

成
田
琢
弥

（
相撲
協
会
、
地
方
公

務
員
）
田
中
光
輝

（
同
教員
）
対

馬
英
人
（
五
商
業
一n
E三
）
秋
元
正

幸
（
同
一
一）
 

●

弓
道
 
工
藤
誠
一
 
（
弓道
会
、
 

地
方
公
務
員
）
藤
森
淳
（
木
高
三）
 

●

陸
上
 
一
戸
美
穂
（
木
高
二
）
 

●

柔
道
 
秋
元
博
美
（
五
商
業
高
、
 

事
務
職
員
）
藤
田
博
臣

（
東海
大

相
模
高
三
）
 

●

ス
キ
ー
 
太
田
匡
彦
（
ス
キ
ー
 

ク
ラ
ブ
、
自
営
業
）
 

マ
団
体
 

●

野
球
 
津
軽
東
芝
音
響
（
株
）
 

野
球
部
 

●

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
津
軽
東
芝
音

響
（
株
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

●

少
林
寺
挙
法
 
五
一
高
女
子
少

林
寺
拳
法
部
 

●

柔
道
 
五
商
業
高
女
子
柔
道
部
 

●

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
農
林
高
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

●

相
撲
 
五
商
業
高
相
撲
部
 

~ 
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市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
、
文
化
活
動
に
、
秀
れ
た
成
績
を
収
め

ら
れ
た
市
民
に
対
し
て
、
市
が
表
彰
す
る

「市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
及
び

「市
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
、
二
月
二
十
六
日
、
市
中
央
公
民
館

で
、
関
係
者
約
、
二
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
の
中
田
寿
遣
さ
ん

(野

球
)
と
青
山
詞
一
さ
ん

(ス
キ
|
)
を
は
じ
め
、
指
導
者
賞
三
人
、

奨
励
賞
個
人
・
団
体
二
百
二
十
七
人
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
九
十
九
人
、
と
、

文
化
奨
励
賞
で
は
、
受
賞
二
回
の
渋
谷
慎
一
郎
さ
ん

(書
道
)
を
は

じ
め
個
人

・
団
体
等
、
七
十
五
名
の
方
々
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

ス
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ツ
賞

マ
功
労
賞

中
田
寿
造

l
野
球
(
太
万
打

・

1

十
戯
)
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
公

認
審
判
員
と
し
て
各
種
大
会
に
貢

献
し

つ
つ
、
小

・
中
学
生
及
び
、

各
極
団
体
の
育
成
指
導
に

つ
と
め

ま
し
た
。

青
山
詞
一

H

ス
キ
l

(青
森
市

大
野
)
神
山
ス
キ
l
場
の
開
発
に

尽
力
、
昭
和
五
十
六
年
ま
で
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
。
現
花
、
医
師
と
し
て
、
又
日

本
体
育
協
会
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

マ
指
導
者
賞

永
津
栄
一

H

陸
k

(
一
ツ
谷
)

工
藤
慎
吾
H

剣
道
(豊
成
・因
子
ノ

浦
)
小
田
桐
匡
孝
H

陸
上
(栄
町
)

マ
個
人

・
少
林
寺
拳
法

・
高
橋
さ
ゆ
り
(五

一
高
一二)
神

理

香

子

(同
)
武
田

公
介
(
同
)
荒
関
龍
栄
(
同
)
葛

西
直
哉

(同
)
外
崎
潤

(同
)

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

秋
田
将
宏
(五

工
業
高
三
)
成
田
克

(同
二
)

-
ボ
ク
シ
ン
ク

木
村
浩

(五
工

業
三
)
成
田
貴
由
樹

(同
二
)

-
相
撲

江
良
慈
彦
(近
畿
大
三
)

成
田
琢
弥

(相
撲
協
会
、
地
方
公

務
員
)
田
中
光
輝

(同
教
員
)
対

馬
英
人

(五
商
業
高
三
)
秋
元
正

幸
(
同
二
)

-
弓
道

工
藤
誠
一
(
弓
道
会
、

地
方
公
務
員
)
藤
森
淳
(木
高
三
)

・
陸
上

一
戸
美
穂

(木
高
二
)

-
柔
道

秋
元
博
美

(五
商
業
高
、

事
務
職
員
)
藤
田
博
臣

(東
海
大

相
模
高
一二)

-
ス
キ
l

太
田
匡
彦

(ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
、
自
営
業
)
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ボ
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部
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（女声コーラス） 
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力作ぞろい 

暴力追放 宇毒 

竹品コ 

文
化
奨
励
賞
 

▽
個
人
 

●

書
道
 
菅
井
節
子
（
五
書
道
会

水
羊
会
、
会
社
員
）
渋
谷
慎
一
郎
 

（拓
城
書
道
苑
、
書
道
塾
）
成
田

越
子
（
同
、
主
婦
）
寺
田
有
希
（
五

農
林
高
一
）
春
藤
沙
緒
里

（五
一

中

一
）
春
藤
沙
弥
香
（
松
島
小
六
）
 

・

歌
唱
 
菊
池
由
利
子

（
五女
声

コ
ー
ラ
ス
、
主
婦
）
 

●

将
棋
 
鎌
田
隆
輝
（
五
高

一
）
 
 

●

放
送
 
坂
本
奈
津
子
（
五高
二
）
 

福
士
美
由
紀

（同
）
 

・

詩
歌
 
鈴
木
勝
次
（
風
雪
地
帯

詩
人
の
会
、
自
営
業
）
佐
々
木
麻

由
（
五
一
中
一
）
山
口
真
澄
（
五

小
四
）
 

▽
団
体
 

・

合
唱
 
五
所
川
原
合
唱
団
 

・

将
棋
 
五
高
将
棋
同
好
会
 

●

放
送
 
五
高
放
送
部
 

●

J
R
c
（日
本
赤
十
字
）
五
高
 

J
R
c
部
 

察
署
で
、
第
二
回
暴
力
追
放
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
、
地
区
審
査
会
を

行
い
ま
し
た
。
 

中
学
、
高
校
か
ら
、
標
語
部
門

に
、
百
二
十
一
点
、
ポ
ス
タ
ー
部

門
に
十
九
点
の
優
秀
な
作
品
が寄

せ
ら
れ
、
川
浪
豊
登
地
区
防
犯
協

会
長
、
白
取
柳
五
所
川
原
警
察
署

長
他
、
協
会
役
員
や
、
市
内
五
校
 

（
作品
応
募
校
）
の
先
生
方
が
、
 

一
点
一
点
熱
心
に審
査
に
当
た
り

ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ル 

こ
の
ほ
ど
、
五
所
川
原
地
区
暴

力
追
放
推
進
協
議
会

（
会長
、
五

所
川
原
市
長
）
は
、
五
所
川
原
警
 

中
学
校
の
部
 
中
学

校
の
部
 

金
賞
 
一
戸
志
津
子
（三
好
中
二
）
 

金
賞
 
角
田
雄
亮
（
五
一
中
一
）
 

銀
賞
 
和
田
祐
治
（
五
一
中

一
）
 

銀
賞
 
佐
々
木
裕
美
（五
一
中
一
）
 

銅
賞
 
白
川
恵
理
（
五
一
中
一
一）
 

銅
賞
 
米
谷
美
妃
子
（五
一
中
二
）
 

佳
作
 
小
田
桐
由
佳
（五
一
中
一
）
 

佳
作
 
斉
藤
亜
由
美
（
五
一
中
一
）
 

佳
作
 
菊
池
美
穂
（
五
一
中

一
）
 

佳
作
 
平
山
佑
美

（
五四
中
ニ
）
 

佳
作
 
高
橋
英
靖
（
五
一
中
二
）
 

佳
作
 
岡
田
孝
祥

（
五四
中
二
）
 

高
等
学
校
の
部
 
高
等
学

校
の
部
 

金
賞
 
瓜
田
里
志
（
五
工
高
 
）
 

金
賞
 
加
福
典
子
（
五
商
高
二
）
 

銀
賞
 
加
藤
雄
一
 
（
五
工
高
 
）
 

銀
賞
 
相
馬
愛

（
五商
高
二
）
 

銅
賞
 
吉
田
寿
志
（
五
工
高
 

銅
賞
 
加
福
典
子
（
五
商
高
二
）
 

佳
作
 
三
上
法
賢
（
五
工
高
 

佳
作
 
一
戸
咲
子
（
五
商
高
二
）
 

佳
作
 
岩
谷
祥
吾
（
五
工
高
 
）
 

佳
作
 
梶
浦
麻
知

（五
商
高
二
）
 

佳
作
 
桑
田
梢
（
五
所
高
一
）
 

佳
作
 
佐
々
木
文
子
（
五商
高
二
）
 

冒
「ロ
H
冨
 

｛
ポ
ス
タ
ー

ら
 

• 会スポーツ

Y賞・実化奨励賞表彰ま
こ
の
ほ
ど
、
五
所
川
原
地
区
暴

力
追
放
推
進
協
議
会

(会
長
、
五

所
川
原
市
長
)
は
、
五
所
川
原
警

力作ぞろい

阜
県

察
署
で
、
第
二
回
暴
力
追
放
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
、
地
区
審
査
会
を

行
い
ま
し
た
。

中
学
、
高
校
か
ら
、
標
語
部
門

に
、
百
二
十
一
点
、
ポ
ス
タ
ー
部

門
に
十
九
点
の
優
秀
な
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、

川
浪
豊
登
地
区
防
犯
協

会
長
、
白
取
栴
五
所
川
原
警
察
署

長
他
、
協
会
役
員
や
、
市
内
五
校

(作
品
応
募
校
)
の
先
生
方
が
、

一
占
二
点
熱
心
に
審
査
に
当
た
り

ま
し
た
。

風審査

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

アトラクションで歌を披露する菊池さん
(女声コーラス)

文
化
奨
励
賞

マ
個
人

・
書
道

菅
井
節
子

(五
書
道
会

水
羊
会
、
会
社
員
)
渋
谷
慎

一
郎

(拓
城
書
道
苑
、
書
道
塾
)
成
田

越
子

(問
、
主
婦
)
寺
田
有
希
(五

農
林
高
二
春
藤
沙
緒
皇

(五

一

中

二

春
藤
沙
弥
香

(松
島
小
六
)

・
歌
唱

菊
池
由
利
子

(五
女
声

コ
ー
ラ
ス
、
主
婦
)

・
将
棋

鎌
田
隆
輝

(五
高

一
)

-
放
送

坂
本
奈
津
子
(五
高
二
)

福
士
美
由
紀

(
同
)

-
詩
歌

鈴
木
勝
次

(風
雪
地
帯

詩
人
の
会
、
自
営
業
)
佐
々
木
麻

由

(五

一
中

こ

山
口
真
澄

(五

小
四
)

マ
団
体

・
合
唱

五
所
川
原
合
唱
団

・
将
棋

五
高
将
棋
同
好
会

・
放
送

五
高
放
送
部

-
J
R
C

(日
本
赤
十
字
)
五
高

J
R
C
部

中
学
校
の
部

金
賞

二
戸
志
津
子
(三
好
中
二
)

銀
賞

和
田
祐
治

(五

一
中

こ

銅
賞

白
川
恵
理

(五

一
中
二
)

佳

作

小

田
桐
由
佳
(五

一
中

こ

佳
作

菊
池
美
穂

(五

一
中

こ

佳
作

高
橋
英
哨

(五

一
中
一一)

高
等
学
校
の
部

金
賞

瓜
田
里
志

(五
工
高

二

銀

賞

加

藤
雄

一
(
五
工
高

二

銅
賞

吉
田
寿
志

(五
工
高

二

佳
作

三
上
法
賢

(五
工
高

二

佳
作

岩
谷
祥
五
日
(五
工
高

二

佳
作

桑
田
梢

(五
所
高

二

中
学
校
の
部

金
賞

角
田
雄
亮

(五

一
中

二

銀
賞

佐
々
木
裕
美
(五

一
中

こ

銅
賞

米
谷
美
妃
子
(五

一
中
一一)

佳
作

斉
藤
亜
由
美
(五

一
中

二

佳
作

平
山
佑
美

(
五
四
中
二
)

佳
作

岡
田
孝
祥

(五
四
中
二
)

高
等
学
校
の
部

金

賞

加

福
典
子

(
五
商
高
二
)

銀
賞

相
馬
愛

(五
商
高
二
)

銅
賞

加
福
典
子

(
五
商
高
二
)

佳
作

一
戸
咲
子

(
五
商
高
二
)

佳
作

梶
浦
麻
知

(五
商
高
二
)

佳
作

佐
々
木
文
子
(五
商
高
二
)
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歌 

短 

ー
ー
兎
規
響
難
励
鍍
慧
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
 
し

た
。
 

固
圏
圏
園国
め
 

=＝プ‘ー 

~ 

ーノ／ 

~ ／ 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
津
軽
野
、
さ
か
え
、
長
橋
各
保
育
園
（
渋
谷
守
夫
三
園
代
表
）
廿
チ
ャ
 

リ
テ
ィ
音
楽
発
表
会
募
金
、
十
六
万
二
千
六
百
十
三
円
。
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
II（ス
ト
五
所
川
原
（
鈴
木
吉子
会
長
）廿
七
万
千
四
百
円
。
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

（
鈴
木和
雄
代
表
）
廿
端
切
 

畠山みどりさん 

れ
二
百
四
十
キ
ロ
）
 

〇
畠
山
み
ど
り
さ
ん
廿
「
恋
は
神
代
の
昔
か
ら
」
他
、
 

歌
を
数
曲
。
（畠
山
さ
ん
は
市
内
川
山
の
祖
父
の
墓

参
り
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
）
 ,

 

津
軽
地
区
三
十
の
読
書
団
体
か

ら
、
約
百
名
が
出
席
し
て
、
二
月

二
十
五
日
、
市
立
図
書
館
で
津
軽

地
区
読
書
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

講
演
「
民
話
の
心
と
絵
本
」
の

中
で
、
講
師
の
佐
々
木
達
司
県
文

芸
協
会
出
版
部
長
は
、「幼
い
時
に

聞
い
た
昔
話
は
、
今
も
心
の
中
に

残
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
心
の
成
 
 

長
に
、
い
い
お
話
を
、
ゆ
っ
く
り

語
り
聞
か
せ
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
、
黒
石
手
づ
く
り
絵

本
の
会
の
岩
崎
真
里
子
さ
ん
の
、
 

布
で
作
っ
た
B
四
判
二
十
ニ
ペ

ー
 

ジ
の
 
「か
す
り
の
う
た
」
他
、
約

七
十
冊
の
、
各
種
手
づ
く
り
絵
本

が
展
示
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

手
づ
く
り
絵
本
の
製
本
の
仕
方

な
ど
の
講
習
も
あ
り
、
出
席
者
は
、
 

生
き
生
き
と
、
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
 

会

（
前田
堅
会
長
）
主
催
の
、
地
 

元
就
職
者
激
励
大
会
が
、
二
月
一
一
 

十
四
日
、
五
松
苑
で
開
催
さ
れ
ま
 

曾

意
の
花
か
④
 

会
場
に
は
、
今
春
西
北
五
地
区

の
高
校
を
卒
業
し
地
元
へ
就
職
す

る
、
二
百
七
十
八
人
の
う
ち
、
百

二
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
昨

年
高
校
を
卒
業
し
、
現
在
市
内
の

建
設
会
社
で
働
い
て
い
る
高
杉
忠

剛
さ
ん
は
「
一
日
も早
く
自
分
の

仕
事
を
好
き
に
な
っ
て
下
さ
い
。
 

働
く
こ
と
は
、
自
分
の
た
め
に
な

る
こ
と
で
す
。」
と
、
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
高
校
生
達
は
、
バ
イ

キ
ン
グ
や
、
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

津
軽
ア
ス
ナ
口
短
歌
会
 

頭
並
べ
夜
の
床
に
助
詞
を
語
り
合

い
き
低
音
の
君
も
君
も
東
大
O
B
 

大
沢
 
寿
夫
 

早
春
の
活
気
溢
る
る
朝
市
を
老
夫
 

婦
ゆ
っ
く
り
巡
り
ゆ
く
見
ゆ
 

青
山
 
栄
治
 

白
浜
駅
の
改
札
口
を
出
で
し
と
き
 

わ
れ
大
欠
伸
す
正
に
堂
々
と
 

吉
田
 
勇
蔵
 

孫
た
ち
と
会
え
ば
カ
ラ
オ
ケ
に
誘

わ
れ
る
休
日
は
私
の
ス
ト
レ
ス
解

消
日
 
山
中
 
一

子
 

遠
き
日
に
友
に
貰
い
し
紅
ス
モ
モ

朝
日
を
浴
び
て
ピ
ン
ク
鮮
や
か
 

三
上
き
よ
み
 

母
に
受
け
し
愛
ほ
ど
子
ら
に
与
え

し
や
年
老
い
て
今
か
え
り
見
る
日

々
 
大

沢
 
頼
枝
 

みごとな手づくり絵本 

世
 
界
 
で
 
た
 だ
 
一
 
冊
 

自
分
で
作
っ
た
「
手
づ
く
り
絵
本
」
も
展
ー
ホ
 

ー
津
軽
地
区
読
書
団
体
リ
ー
ダ

ー
研
修
会

1
1
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世

界

で

た

だ

冊

自
分
で
作
っ
た
「
手
づ
く
り
絵
本
」
も
展
示

ー
津
軽
地
区
読
書
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

l

津
軽
地
氏

-

a

A

卜
の
説
佐
川
同
体
か

ら
、
約
行
名
が
出
席
し
て
、
二
月

一一
十
五
円
、
市
玄
関
一

A
館
で
津
怪

地
医
読
汗
同
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

誹
演
「
民
話
の
心
と
絵
本
」
の

中
で
、
講
師
の
佐
々
木
達
司
県
文

芸
協
会
出
版
部
長
は
、
「
幼
い
時
に

聞
い
た
北
口
話
は
、

A
7
も
心
の
中
に

残
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
心
の
成

長
に
、
い
い
お
話
を
、
ゆ
っ
く
り

語
り
聞
か
せ
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
日
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
黒
石
手
づ
く
り
絵

本
の
会
の
持
崎
点
旦
子
さ
ん
の
、

布
で
作

っ
た
B
問
判
二
卜
二
ペ

ー

ジ
の
「
か
す
り
の
う
た
」

他
、
約

ヒ
ト
冊
の
、
各
問
手
守
つ
く
り
絵
本

が
展
示
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

干
わ
九
つ
く
り
絵
本
の
製
本
の
仕
方

な
ど
の
講
押
も
あ
り
、

山
席
者
は
、

生
き
生
き
と
、
挑
戦
し
て
い
ま
し

た。

-コ?'I;

aヨ雀ヨF
_J/ 

/ 

善
意
の
花
か
ご

みこ寸とな手づくり絵本

@
社
会
福
祉
へ

O
津
軽
野
、
さ
か
え
、
長
橋
各
保
育
園

(
渋
谷
守
夫
三
国
代
表

)
1チ
ャ

リ
テ
ィ
音
楽
発
表
会
募
金
、
十
六
万
二
千
六
百
十
三
円
。

@
教
育
振
興
会
へ

O
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原
(
鈴
木
吉
子
会
長

)
1七
万
千
四
百
円
。

@
く
る
み
園
へ

O
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

(鈴
木
和
雄
代
表
)

H

H

端
切

れ
二
百
四
十
キ
ロ
)

O
畠
山
み
ど
り
さ
ん
リ
「
恋
は
神
代
の
昔
か
ら
」
他
、

歌
を
数
曲
。
(
白
山
さ
ん
は
市
内
川
山
の
祖
父
の
墓

参
り
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
)

畠山みどりさん

画

画

津
軽
ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会

頭
並
べ
夜
の
床
に
助
詞
を
語
り
合

い
き
低
音
の
君
も
君
も
東
大
O
B

大

沢

寿

夫

日
「
春
の
活
気
溢
る
る
朝
市
を
老
夫

婦
ゆ

っ
く
り
巡
り
ゆ
く
見
ゆ

青
山

栄
治

内
浜
駅
の
改
札
口
を
出
で
し
と
き

わ
れ
大
欠
伸
す
正
に
堂
々
と

吉
田

7肖わ子系
円れた

るち
f木 と
日会
はこえ
本ム !;f 
の カ

山スラ
巾ト オ

レケ
一一スに
子解誘

遠
き
日
に
友
に
貰
い
し
紅
ス
モ
モ

朝
日
を
浴
び
て
ピ
ン
ク
鮮
や
か

三
上
き
よ
み

母
に
受
け
し
愛
ほ
ど
子
ら
に
与
え

し
ゃ
年
老
い
て
今
か
え
り
見
る
臼

大

沢

頼

枝

々
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「な
か
よ
く
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
 

毘
沙
門
・
分
館
・
婦
人
会
 

地
区
の
人
み
ん
な
が
待

っ
て
い
る
行
事
が
年
に
一

度
の
敬
老
会
で
す
。
山
口

智
弘
分
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
男
性
二
十
数
名
、
福

間
て
い
さ
ん
を
婦
人
会
長
と
す
る
女
性
二
十
数
名
の

役
員
が
、
二
百
十
名
の
村
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年

寄
り
を
招
待
す
る
た
め
、
会
場
設
営
か
ら
、お
料
理
、
 

芸
の
出
し
も
の
な
ど
、
何
日
も
前
か
ら
準
備
に
大
忙

し
と
な
り
ま
す
。
 

「
こ
の
敬
老
会
は
、二
十
四
年
続
い
て
い
ま
す
。老

人
を
中
心
に
大
人
も
子
供
も
、
と
て
も
楽
し
い
一
日

と
な
る
ん
で
す
よ
。
昔
は
学
校
の
体
育
館
を
借
り
て

い
た
ん
で
す
が
、今
は
、
コ
ミ
セ
ン
の
畳
の
上
で
す
か

ら
、
い
い
で
す
ね
●
と
分
館
主
事
の
山
口
衛
一
さ
ん
。
 

こ
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
 

カ
ラ
ォ
ケ
や
踊
り
e
r芸
能
ま
つ
り
」
「盆
栽
展
示
会
」
 

「囲
碁
」
「料
理
教
室
」
な
ど
多
彩
で
す
。
 

な
か
で
も
婦
人
会
の
、
日
赤
奉
仕
団
と
し
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
に
「
お
む
つ
作
り
」
が
あ
り
ま
す
。
 

寝
た
き
り
老
人
の
お
む
つ
は
、
手
縫
い
の
布
の
お

む
つ
が
一
番
と
の
こ
と
で
、
県
内
の
病
院
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
先
週
の
日
曜
日
に
は
、
み
な
さ
ん
で
一
一

十
反
の
お
む
つ
作
り
に
精
を
出
し
ま
し
た
。
 

芸能発表で、トロフィーをいただきました。 

青年部・婦人部 

訪問 

露＠暦（勿）fl7J内 

踊り、楽しいですよ。 

青年会議所のみなさん（中央は高校生代表） 

二
月
二
十
四
日
、
青
森
市
の
国

際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
青
森

県
市
町
村
活
性
化
対
策
協
襲
ム
（佐

々
木
誠
造
会
長
廿
青
森
市
長
）
主

催
の
、
あ
お
も
り
活
性
化
大
賞
授

与
式
典
で
、
五
所
川
原
青
年
会
議

所
（
木
村
吉
幸
理
事
長
）
が
、
推

せ
ん
候
補
三
十
八
団
体
の
中
か
ら

人
づ
く
り
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

（
活性
化
大
賞
は
板
柳
町
、
ド
リ
 
 

ー
ム
賞
は
下
北
の
横
浜
町
、
ロ
マ

ン
賞
は
十
和
田
湖
町
）
 

街
の
活
性
化
は
、
人
づ
く
り
か

ら
、
と
、
市
内
六
校
の
高
校
生
を

対
象
に
、
ハ
ル
ニ
レ

（
市の
木
。
 

タ
モ
の
木
と
も
い
う
。）
運
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
 

平
成
三
年
度
は
、
先
ず
街
の
姿

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、「発
見
、
 

探
検
、夢
五
所
川
原
」
、四
年
度
は
、
 

市
を
八
万
都
市
に
す
る
未
来
の
五

所
川
原
を
語
る
 
「リ
ス
ト
ラ
ー
G
 

一
干
一
」
と
、
中
国
青
年
と
の
国

際
交
流
、
五
年
度
は
、
市
の
各
施

設
見
学
と
、
東
京
探
検
。
更
に
火

ま
つ
り
体
験
と
、
高
校
生
に
よ
る

一
日
市
議
会
議
員
の
模
疑
議
会
の

開
催
な
ど
一
般
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
関
心
も
高
く
な
っ
た
、
と

し
て
、
活
性
化
人
づ
く
り
賞
の
受

賞
と
な
っ
た
も
の
で
、
青
年
会
議

所
で
は
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
 

ハ
ル
ニ
レ
運
動
を
展
開
し
て
い
く
 

「
」と
に
し
て
い
ま
す
。
 

5 平成6年3月15日 
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一一
月
二
十
四
日
、

青
森
市
の
国

際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
青
森

県
市
町
村
活
性
化
対
策
協
議
会
(佐

々
木
誠
造
会
長
U
青
森
市
長
)
主

催
の
、
あ
お
も
り
活
性
化
大
賞
授

与
式
典
で
、
五
所
川
原
青
年
会
議

所

(木
村
吉
幸
理
事
長
)
が、

推

せ
ん
候
補
三
十
八
団
体
の
中
か
ら

入手
つ
く
り
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

(活
性
化
大
賞
は
板
柳
町
、
ド
リ

青年会議所のみなさん(中央は高校生代表〉

ー
ム
賞
は
下
北
の
横
浜
町
、
ロ
マ

ン
賞
は
十
和
田
湖
町
)

街
の
活
性
化
は
、
人
づ
く
り
か

ら
、
と
、
市
内
六
校
の
高
校
生
を

対
象
に
、
ハ
ル
ニ
レ

(市
の
木
。

タ
モ
の
木
と
も
い
う
。)
運
動
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
三
年
度
は
、
先
ず
街
の
姿

を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、「
発
見
、

探
検
、
夢
五
所
川
原」
、
四
年
度
は
、

市
を
八
万
都
市
に
す
る
未
来
の
五

所
川
原
を
語
る
「
リ
ス
ト
ラ

l
G

二
十

ご

と
、
中
国
青
年
と
の
国

際
交
流
、
五
年
度
は
、
市
の
各
施

設
見
学
と
、
東
京
探
検
。
更
に
火

ま
つ
り
体
験
と
、
高
校
生
に
よ
る

一
日
市
議
会
議
員
の
模
疑
議
会
の

開
催
な
ど

一
般
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
関
心
も
高
く
な

っ
た
、
と

し
て
、
活
性
化
人
づ
く
り
賞
の
受

賞
と
な

っ
た
も
の
で
、
青
年
会
議

所
で
は
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

ハ
ル

ニ
レ
運
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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本
年
五
月
、青
森
市
を
会
場
と
し
て
、全
国
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
支
援
と
し
て
前
記
の
運
動
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

身
体
障
害
者
福
祉
会
 

会

長
 
松

本
一
 

雄
 

r 
I 
I 

「ふるさと交流圏民センター 

1OPォープソを叱う 

＊
施
設
自
由
見
学
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（た
だ
し

練
習
、
発
表
等
が
そ
れ
以
降
に
な

る
場
合
は
会
館
と
協
議
の
う
え
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
？)
 

＊
月
曜
日
を
除
き
土
、
日
曜
日
も

開
放
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

玉
所
川
原
市
役
所
内
 
ふ
る
さ
と

交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
 

事
務
局
 
電
話
 三
五
ー二
一
一
一

内
線
 
」
「一四
、三
〇
七
 

地
域
に
文
化
活
動
を
、
ま
た
創

造
性
あ
ふ
れ
る
新
し
い
芸
術
文
化

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
建

設
の
当
施
設
利
用
に
「
い
て
、
次

の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
前
の
九
月
に

皆
様
に
一
般
開
放
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
施
設

の
自
由
見
学
及
び
文
化
活
動
の
練

習
、
発
表
等
に
ご
利
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
会
館
と
し
て
は
十
月

正
式
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
機
器

操
作
等
の
準
備
期
間
に
あ
て
る
も

の
で
す
。
 

恩給欠格者・引揚者の皆様へ 

請求はもうお済みですか 

雪どけのブナ林に⑧を探す会 

3月27日（日）午前 9時 

対象 小学校中学年以上 

定員 50名（定員になり次第締め切ります。） 

持ち物 昼食・水筒・防寒具他。（輪かんじき・双眼 

鏡等観察用具は用意できる人だけ） 

申し込みと締め切り 「県立自然ふれあいセンター」 

雪O172(6り4527又は（6の8510 平成6年3月21日（月） 

総理府の認可法人である平和祈念事業特別基

金では、恩給欠格者（外地勤務の経験があり、 

加算を含めた在職年 3年以上の方）に、 内閣総

理大臣名の書状・銀杯などを贈呈しております。 

また、同じく引揚者（先の大戦の終戦に伴い

本邦以外の地域から引き揚げてきた方のうち、 

昭和42年法律第 114 号一による特別交付金を受け

た方）に、 内閣総理大臣名の書】伏を贈呈してお

ります。 

現在まで、多くの方々から請求を受けており

ますが、 まだ未請求の方は下記まで請求してく

ださし、。 

〈請求先〉 平和祈念事業特別基金業務第1言芽ミ 

’〒112 東京都文京区大塚 5-3 -13 
胃 03-3945-4704 

な」そ3、請求書類は、市民課（内線 276）の窓

口にも置いてあります。 

、
＞
に

一
叱
 
、
 

4
d
原

・ー
 

未
使
用
、
又
は
、書
き
損
じ
た
 

「
ハ
ガ
キ
」
ご
ざ
い
ま
せ
ん
かo
 

平成6年 3月15日 6 

全
逓
労
組
西
北
支
部
（
金
沢
人

士
代
表

《
五所
川
原
郵
便
局
》
）
 

は
、
社
会
奉
仕
運
動
の
一
環
と
し

て
、
「書
損
ハ
ガ
キ
」
や
、年
賀
状

な
ど
の
「
未
使
用
ハ
ガ
キ
」
の
提

供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
集
め
た
ハ
ガ
キ

を
換
金
し
、
社
会
福
祉
団
体
（
寄

贈
す
る
も
の
で
、
昨
年
は
ろ
う
あ

協
会
（
、
今
年
は
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
（
、
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。
 

机
の
奥
に
眠
「
て
い
る
、
年
賀

状
の
書
損
や
、
未
使
用
の
ハ
ガ
キ

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
の
場
所

に
、
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。
 

「善
意
の
箱
」
設
置
場
所
 

郵
便
局
、
市
役
所
（
総
務
課
）
、
 

働
く
婦
人
の
家
、
社
会
福
祉
協
議

会
 

（
連
絡先
 
五
所
川
原
郵
便
局

全
逓
西
北
支
部
 
金
沢
人
士

容
一
一
一
四
ー
三
五
〇
五
）
 

ふるさと交流圏民センター

10月オ/プン

地
域
に
文
化
折
動
を
、
ま
た
創

造
性
あ
ふ
れ
る
新
し
い
芸
術
文
化

の
振
興
を
凶
る
こ
と
を
日
的
に
建

設
の
当
施
設
利
別
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
前
の
九
川
に

持
織
に

一
般
開
放
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
施
設

の
円
山
見
学
及
び
文
化
活
動
の
統

制
円
、
発
表
等
に
ご
利
用
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
会
館
と
し
て
は
十
刀

正
式
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
機
部

操
作
等
の
準
備
期
間
に
あ
て
る
も

の
で
す
。

恩給欠格者・引揚者の皆様へ

請求はもうお済みですか
総土IH府の認可法人である平和祈念 'J;:業判別)t~

金では、恩給欠持者(外地勤務の経験があり、

}JII岱 を含めた在職年 3年以上のノj) に、内I41-J総

.fl巨大行CO:1'，の占状・霊["f杯などをf!凶:止しております。

また、 ffi)じく引働者(先の人1践の終戦にイ'1"¥t、
本 J二15以外の地域から引き蹴げてきたノJの うち、

H行平日42年法律第 114号による特別交付令を受け

たノj) に、内i拡l総出大臣:1'iの丹状をft"片品してお

ります。

現在まで、多くの方々から~，'l求を受けており

ますが、まだ未訪求の方は下記まで、訪求してく

ださい。

〈請求先〉 平干n祈 念事業特別基金業務第 1謀

〒112東京都文京区大塚 5-3 -13 

8 03-3945-4704 

なお、訪求書類は、市民謀(内線 276)

口にも世いてあります。

の窓

*
施
設
円
山
比
学
時
川
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
た
だ
し

線
判
、
発
表
等
が
そ
れ
以
降
に
な

る
似
合
は
会
館
と
協
議
の
う
え
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。)

*
月
曜
日
を
除
き
土
、
日
附
日
も

開
放
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
市
役
所
内
ふ
る
さ
と

交
流
闘
民
セ
ン
タ
ー

い
や
務
付
屯
話

三
五
!
二
一
一
一

内
線

三
二

問、

三
O
七

雪どけのブナ林に⑧を探す会
3月27日(日)午前 9時

対象 小学校中学年以上

定員 50名(定員になり次第締め切ります。)

持ち物 昼食 ・水筒 ・防寒具他。(輸かんじき ・双眼

鏡等観察用具は用意できる人だけ)

申し込みと締め切り 「県立自然ふれあいセンター」

80172(62)4527又は附8510 平成6年3月2111CJl) 

6 

未
使
用
、
又
は
、

書
き
損
じ
た

「
ハ
ガ
キ
」
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

、le}戊6'1-3}j1511

全
逓
労
組
問
北
支
部
(
金
沢
人

仁
代
ぷ
《
五
所
川
以
郵
州
出
品
》
)

は
、
社
会
奉
仕
運
動
の

一
部
と
し

て
、
よ
け
い
制
ハ
ガ
キ
」
や
、
年
引
状

な
ど
の
「
未
使
用
ハ
ガ
キ
」
の
挺

供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
集
め
た
ハ
ガ
キ

を
換
金
し
、
社
会
栢
祉
同
体
へ
山
川

附
す
る
も
の
で
、
昨
年
は
ろ
う
あ

協
会
へ
、
今
年
は
身
体
附
官
打
者
制

祉
団
体
へ
、
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

机
の
奥
に
眠

っ
て
い
る
、
年
引

状
の
作
い
い
い
削
や
、
未
使
用
の
ハ
ガ
キ

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
の
場
所

に
、
ご
持
参
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

「
善
意
の
箱
」
設
置
場
所

郵
使
川
、
市
役
所
(
総
務
凱
)
、

働
く
い
州
人
の
家
、
社
会
栢
祉
協
議

会

(連
絡
先

五
所
川
以
郵
便
川

全
逓
西
北
支
部
金
沢
人
土

宮
三
四
l

三
五
O
五
)

本
年
五
月
、
青
森
市
を
会
場
と
し
て
、
全
国
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
支
援
と
し
て
前
記
の
運
動
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
会

会

長

松

本

主性



少年銃剣道教室 

お子さんの心と体の健康に 

武道を―。 
募集人員 小学校 1 -2年生20名まで。小学校 

:4 り生以上20名まて二。（いずれも男子女子を問いません。） 

受付日 4月 7 日（木）午後 5~6時まて二 

4月14日（木）午後 5-6時まて了

場所 五所川原市民体育館（サブ体育館） 

実施期間 4月～10月末日 毎週木曜日午後 5 

時～ 7 時まで 受講はいつでも受け付けます。 

一度見学においでください。 

問い合わせ ”35 - 2340・工藤常四郎 

雪35 - 4138・対馬安雄 胃53 - 2263・工藤勇蔵

主催 五所川原銃剣道協会 

後援 五所川原市教育委員会 

五所川原市武道協議会 

平成6年度前期技能検定試験 
主な実施職種 造園・建築板金・建設機械整備・建具

製作・印刷・とび・左官・防水施工・内装仕上げ施工 

・熱絶縁施工・サッシ施工・表装・塗装・広告美術仕 

Eげ・フラワー装飾 など36職種 

受検資格 受検する職種について1級は12年以上、 2 

級は 3年以上の実務経験年数を有するもの。但し、学 

歴・訓練歴により年数が短縮されます。 

受検料 

【実技試験】10,000円～13,800円（職種によって異なり 

ます） 【学科試験】一律 2,600円 

実施日【実技試験】平成 6年6月10日（金）～平成 6司 

9月11日（日）までの間の当協会が指定する日 

【学科試験】平成 6年8月28日・9月 4 日・11日のいず 

れか指定する日曜日 

受付期間 平成 6年4月 4 日（月）--15日（金） 

合格発表 平成 6年10月 6 日（木） 

問い合わせ・受付場所 

青森市野尻字今田43 - 1（県立青森高等技術専門校内） 

青森県職業能力開発協会（合0177 - 35 - 5561）又は、 

五所川原共同高等職業訓練校（客34 - 2731) 

（春の青少年健全育成全国強調月間 
●運動の期間 平成6年3月20日から 4 月10日まで 

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・ 
雑誌の自動販売機をなくしましよう。 

	 ＊重点目標 

0） 青少 ft の非行防止と社会環境浄化の促進 

(2） 心身の鍛練と明るい家庭づくりの促進 

(3) 青少年の社会参加の促進 

h所川原市青少年問題協議会 五所』源市少年相談てノタ 運営協議会
五所」源市少年指導委員協議会 五所』源地区青少年健全育成推進員協議会
五所I源市学校警察連絡協議会 五所川原地区防犯協会
五 所 川 原 警 察 署 五 所 川 原 市 

7 平成 6年3月15日 

課税台帳の縦覧を！ 

あなたの固定資産を確認してください。 

市では、平j戎 6 年度固定資産課手党台帳を次の

日程により縦覧に供します。 

科jt覧とは、固定資産（固定資産税、都市計画

税）の課税の基礎となるイ田i格等を、納ィ寸書をお

送りする前に、 あらかじめ所有者に確認してレ、 

ただくため、期間（20日間）を設け課税台帳を

無酬斗でご覧いただく市山変です。ただし、縦覧期

間以外でもご覧になれますが、有半斗となります。 

また、 ご覧になった事項及び価格などに不服

がある場合には、 5月 2 日（月）までの間に固定

資産靖平価審査委員会に審査の申出をすることが

できます。 

なお、平成 6年度は、 3年に1度行われる評

価i替えの年であり、評価額が変わりますので、 

課税台帳を縦覧しましょう。 

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、土

地を取得された方は必、ず縦覧しましょう。 

期間 平成 6年 4月1 日（金）～平成 6年4月20 
日（水） （土曜日・日曜日は除きます。） 

場所 五所川原市役所3階 税務課 

問い合わせ 税務課 内線201・206 

出稼ぎ事故見舞給付金 

料金が改正になります 
改正月日 平成 6年4月1 日 

掛け金 年間800円（~日料金 600円） 

給付額は別表のとおりです。 

給付原 因 現 引き上げ後 

死 	 亡 50万円 100万円 

傷
 
病
 
 

6 カ 月 以上 8万円 12万円 

3 力月～6 カ月 6万円 9万円 

1カ月～3 カ月 5万円 7万円 

障 	 害 20万円 30万円 

火 15万円 20万円 

有効期間 加入登録から1年間 

請求期間 発生した日から2年以内 

問い合わせ 総合サービス課（内線281) 
⑥万一の事故に備えて加人しましょう。 

響言蘇購議寡窯事~ 
期 間 平成6年3月1日（火）-31日（木） i 
問い合わせ 五所川原郵便局 合34 - 32051J 

, 

, 

少年銃剣道教室 1
お子さんの心と体の健康に

武道を-。
募集人員 小学校 1~2 年生204"，まで 。 小γ:校

3 -"1ノ1e以 1-.204"，まで。(いずれも男チ女千を問いません，)

受付日 4J]711(本) ノ|イ灸 5~6 11 年まで

4ムJ14 11 (本) ! I ・後 5~6 11年まで

場所 JI~19r川出 rlî民体育自n (サブ体fftlif)

実施期間 4 n ~ 10)] A.:: r 1 1l}'JWj*njJ， f 1午後 5

'L'i~ 7叫まで 受講はいつでも受け付 けます。

"IJt比乍においでください。

問い合わせ宮35-2340・ '"0雌'，;;¥0fJLl郎

宮 35-4138・対馬't:雄 宮 53-2263・ '"omωj}ほ

主催 五所川以銃剣道協会

後援 ヨ7万r)II)J;(市教fT委員会

マI一所川JJI("i武道協話会

EZ霊 童翻卦臨海草鹿沼
主な実施職種 造園 ・建築板金・建設機械整備 ・建具

製作 ・印刷 ・とび ・左官 ・防水施工 ・内装仕上げ施工

.熱絶縁施工 ・サッシ施工 ・表装・塗装 ・広告美術仕

上け、 ・フラワー装飾 など36職種

受検資格 受検する職種について 1級は12年以上、 2

級は3年以上の実務経験年数を有するもの。但し、学

歴 ・訓練歴により年数が短縮されます。

受検料

【実技試験】 10 ， 000円 ~13 ， 800円(職種によって異なり

ます) 【学科試験】一律 2，600円

実施日【笑技試験】 平成 6 年 6 月 10 日(金)~平成 6 年

9月11日(日)までの聞の当協会が指定する日

【学科試験】平成 6年 8月28日・9月4日・11日のいず

れか指定する日曜日

受付期間 平成 6 年 4 月 4 日(月 )~15 日(金)

合格発表 平成6年10月6日(木)

問い合わせ・受付場所

占森市野尻字今回43-1 (県立青森高等技術専門校内)

167森県職業能力開発協会 (80177-35 -5561)又は、

五所川原共同高等職業訓練校 (834-2731) 

春の青少年健全育成全国強調月間
・運動の期間 平成6年3月20臼から 4月10日まで

青少年の健全育成のため、有害ビデオ・
雑誌の自動販売機をなくしましょう。

本重点目標

(1) 古少年の非行防止と社会環境浄化の促進

α) 心身の鍛練と明るい家庭づくりの促進

(3) ヴ少年の社会参加の促進

五所川原市青少年問題協議会 五所川原市少年相談センヂー蓮営協議会

五所川原市少年指導委員協議会 五所川原地区青少年健全育成推進員協議会

五所川原市学校警察連絡協議会 五所川島戸 地医防組協会

五所川原野言語お五 所 川 原 rli 

7 、!と成 6'1'3il1511 

課税台帳の縦覧を，.I

あなたの同定資産を確認してください。
"iでは、、|勺J)ミ6年度1，';1定資問課税fill阪を次の

11れにより縦覧に供します。

縦 l位とは、 1，';IiJ:::白山(1.'.1定資産税、1f1¥市計I町

税)の説税のJJ~礎となる官lIî栴てす;を、納イ、j ， l:+ をお

送りする liiiに 、 あ らかじめ所有者に確認してい

ただくため、 J~JI/\J (2011 r:¥J) を設け課税令艇を

無料でご~Zv、ただく制度です。ただし、縦覧JtiJ

I/¥j以外でもご覧になれますが、有料と なります。

また、ご覧になった・J;:則 及 び 価 格 な どに不服

がある場合には、 5JJ21l(月)までの間に問;む

資限号、Fイ日li若手託委員会に帯査の rl'山をすることが

できます。

なお、平)J父611'0)0立は、 3年に 1度行われる2、l'

イIlIi替えの年であり、日付dli舶が変わりますので、

課干見 fî~I長を純正 '~2 しましょう。

特に、昨年rlrに家起を新 .j:'~l築 さ れたり、 L 

地 を取科されたブfは必ず縦覧しまし ょう 。

期間 平成 6年 4FJ 1 円(金)~平成 6 年 4 月 20

1-1 (水) CI:nU111 " 11 曜日は除きます。)

場所 五所川以市役所 31併 税務謀

問い合わせ 税務課内線201・206

-Gal~.~~!J議活沼iili1温

料金が改正になります
改正月日 平成 6年 4刀 1FI 

掛け金 年間 8 0 0 P:J (wl料金 6001【1)

給付額は別表のとおりです。

給付原因 現 行 引き上げ後

死 亡 50万円 100万円

傷
6 ヵ月以上 8万円 1 2万円

3 ヵ月 ~6 ヵ刀 6万円 9万円

病
1 ヵ月 ~ 3 ヵ月 5万円 7万円

1I京 工Eコ島: 20万円 30万円

火 災 1 5万円 20万円

有効期間 力l'人登録から 1年 II¥J

請 求 期 開 発生した 11から 2年以内

問い合わせ 総合サービス諜(内線 28 1 ) 。Jj の仏吹に{Iiilえて)JJ1人しましょう 。

国際ボランティア貯金の寄付金の配分を
希望する民間海外援助団体を公募します
期間 平成 6 年 3 月 1 日(火)~31 日(木)

問い合わせ 五所川原郵便局 窓34-3205 



4月の健康センター相談日 

種 	易IJ 開 設 日 内 	容 

第1・第 3（金） 乳児・幼児の発 

4月 1日・15日 達相談、育児の 

母と子の 10時～12時 相談、お母さん 

木目言炎日 13時～14時 の悩みごと相影乏 

（第3 の午後は など 

予糸ミ井目談です） 

第 2・第 4（金） 血圧の相談、食 

成人の 

4月 8 日・22日 

lou寺一～12時 

事の相談、心身

でこい心配なこと 

相談日 13時～14時 など 

（第4の午後は 

予糸勺相談です） 

す く す く 健診 
＞場所 市保健センター（新町バス停前）>時間受付・＝ 

12 : 30から健診12: 45から15: 00までの予定 レ持参＝ 

するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児には個、ン

人通知いたします。同封のアンケートに記入して、尿

を小ビンに入れて持参ください。※注意① 3 カ月健診

に来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓ロ

にもらいにきてください。②病気療養中（特に伝染性

の病気）のお子さんはご遠慮ください。③不明な点は

保健環境課にお問い合わせください。 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H5年 

12月生まれ 

H6年 
4月12日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6力月児 
H5年 

9月生まれ 

4月19日 

（火） 

離乳食の試食 

発達相談等 

1 歳児 
H5年 

3月生まれ 

4月25日 

（月） 

育児情報交換 

発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H4年 

10月生まれ 

4月26日 

（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H2年 

10月生まれ 

4月14日 

（木） 

小児科・歯科診察 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児 悩みごとは保健センター“母

と子の相談日（第1・3金曜日）” も御利用ください。 

椎離り健康相談室 
レ内容 血Iョ鉢目談、病気の相談、心の相言炎 

健康についてのお話し 

D料金 無 料 

>持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

イ呆イ建婦が相診乏に応じます 

開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

桜田集会所 
3月25日 

（金） 

10 : 30 
~12 : 00 

心臓病から身を守る 
(11 : 30-12 : 00) 

稲実集会所 
3月29日 

（火） 

10 : 30 
'-12 : 00 

健康への道は 1歩から 
～ッボがいっぱい足のウラ～ 

浅井公民館 
3月30日 

（水） 

10: 00 
~12 : 00 

身も心もはっらっ体操 
(11 : 30-12 : 00) 

小曲 
農村婦人の家 

4月 6 日 

（水） 

10 : 00 
~12 : 00 

身も心もはっらっ体操 
(11 : 30--12 : 00) 

コミュニテイ

センター中川 
4月 6 日 

（水） 

10 : 30 
'-12 : 00 

心臓病から身を守る 
(10 : 00-10 : 30) 

ョ…ー参覇冠If芦麟 
一日中、 おチビちゃんと顔をノフきあわせてる

お母さんノ 子どもと一緒に遊んでみませんか

？ 毎回15組ぐらいの親子が参加しています。 

お友達もできて子育てが楽しくなります。毎月 

3会場で行っています。 

413日（水）鎌谷町・東北電力集会所 

月 21日（木）みどり田丁・コミユニティセンター栄

些 28日（木）新町・イ動く婦人の家 

（いずれも午前10 】 00-12:00) 

〇内容 リズムたいそう・手あそび・パネルシアターなど

くフ参加費・・・1組500円（保険・おやつ・材一1斗費） 

〇申し込み方法…前日まで電話で事務局へ。 

多I主催・・・五所川原おやこ劇場（本町50-4 東奥日 

報社4F）事務局・・・電話 34 一 21 70 

●柔道教室生徒募集● 
対象 幼年～小学生男女 

場所 市内岩木町 三道会館 

日時 毎週月・水・金曜日 午後6時45分～8時15分 

連絡先 成田聴合35 - 8638 夜間容34 - 6405 

（
予
約
相
談
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話
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受
け
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け
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す
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国 

 

民 

 

年 

 

金 届出は大丈夫ですか？ 

農業（国民年金第1号被保険者）などの人が出稼ぎ

に行き、厚生年金保険に加入すると、第9 号被ィ紺倹者

となり、奥さんは第 3 号被保険者となりますので、ご

夫婦ともに国民年金の保険料は納めなくてもよいこと 

になります。川稼ぎから帰って来た時は、こ夫婦とも‘ 

又、第I号被保険者となりますので、届川が必要にな

ります。あなたの大切な年金で吋。伯U倹の種別が変わ． 

る度、届出をしましょうじ国保年金課（内線2 67) ; 

中成 6Th3月15日 8 

|4月の健康センター相談日|
平ifl 53リ 日目 i設 IJ 内 界

第 1・第 3(金) 乳児・幼児の発

4月 1IJ -15日 連十11談 、育児の

母と子の 1 0時~12時 相 談、おはーさん

キHit炎日 1 3時~14時 の悩みごとキ11談
(第 3の午後は など

予約相談です)

第 2・第 4(金) 血圧の相談、食

4月 8日・22円 事のキ11談 、心身

成人の 10時~1 2時 でご心配なこと

相談日 1 3時~14日寺 など

(第 4の午後は

予約相 談です)

l -くーすく健診 [ 
[>場所 市保健センター(新Ulyバス停前)じ〉時間 受付ァ

12: 30から健診12:45から15:00までの予定じ〉持参こ

するもの 母子健康手帳、パスタオノレ。 3歳児には個)

人通知いたします。同封のアンケートに記入して、尿

を小ビンに入れて持参ください。※注意① 3ヵ月健診

に来れなかった方は、村!経芽細胞腫(小児がん)の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口

にもらいにきてください。②病気療養中(特に伝染性

の病気)のお子さんはご遠慮ください。③不明な点は

保健環境課にお問い合わせください。

月齢 対象児 期日 主な内草寺

H5年 H6年 小児科診察、神経芽

3ヵ月児 4月12日 細胞腫セット配布、
12月生まれ (火) 育児情報交換等

6ヵ月児
H5年 4月19日 離乳食の試食

9月生まれ (火) 発達相談等

1歳児
H5年 4月25日 育児情報交換

3月生まれ (月) 発達相談等

1歳 H4年 4月2611 小児科 ・歯科診察
丈夫な歯と顎になる

6ヵ月児 10月生まれ (火) ためのお話

H2年 4月14日 小児科 ・歯科診察

3歳児 尿検査
10月生まれ (木) 視聴覚検査等

乳幼児の発達や育児、悩みごとは保健センター“母

と子の相談日(第 1・3金曜日)"も御利用ください。

(予
約
相
談
は
電
話
で
受
け
つ
け
ま
す
。
内
線

|勺治り健康相談室 I

b内容 血圧相談、病試の十11談、心の相談

イ姥jぷについてのお話し

じ>料 金 無料

b持 参 す るもの 仙版手rl長(お持ちの)/)

保健叫がキ11談にJ:'L;じます

六
八

開催場所 開催月 fl 開催時川 おはなしのテーマと時間

般日!集会所
3月25日 10 : 30 心臓病から身を':)'る

(金) ~12 : 00 (11 : 30~12 : 00) 

稲:k集会所
3月29日 10 : 30 健康への道は]t長から

(火) ~12 : 00 ~ツポがいっぱい足のウラ~

浅井公民館
3月3011 10: 00 身も心もはつらつ体操

(水) ~12 : 00 (11 : 30~12 : 00) 

小出 4月6円 10 : 00 身も心もはつらつ体燥

農村婦人の家 (水) ~12 : 00 (11 : 30~12 : 00) 

コミユニアイ 4月6日 10 : 30 
センター中川| (//<) ~12 : 00 (10 : OO~ 10 : 30) 

一参加者募集一

貌れをtlや/
一 日l下、おチビちゃんと顔をつ き あ わせてる

お母さん .1 fこどもと一緒に遊んで、みませんか

っ 侍 1'1115組ぐらいの観チが参加しています。

お友達もできて子育てが楽しくなります。 1，UJ

3会場で行っています。

:4 13日(水)鎌谷町・東北電 力 集会所

月 21日(木)みどり町・コ ミュ ニ テ ィセンタ 一栄

思28日刷新町 ・働 く婦人 の家

(レ、ずれも午前10: 00~ 1 2 : 00) 

0 内容 リズムたいそう ・手あそび・ハネルシアターなど

0参加費 1組 500円 (保険 ・おやつ ・材料貸)

o申し込み方法 ..HIT 1-1ま で 屯 話 で工Jqj奈川へ。

後主催ーー五所川 原おやこ劇場(本IlIf50-4束 』尖 11

幸li!f上4F) 司王I手9f;:;J・..下立言i534 -2 1 7 0 

-柔道教室生徒募集・
対象 幼年~小学生男女

場所 市内岩木町 三道会館

日時 毎週月 ・水・金曜日 午後6時45分~8時15分

連絡先 成田日慰 霊35-8638 制 fi]S34-6405 

画園 陸 自 圃
農業(国民年金第 H手被保険者)などの人が出稼ぎ

に行き、厚生年金保険に加入すると、第2号被保険者

となり、奥さんは第3号被保険者 となりますので、ご

夫婦ともに国民年金の保険料は納めなくてもよいこと

届出は大丈夫ですか?

になります。「出iハi嫁ぎからj帰ポつて米たH

又、第 1号被保険者 となりますので、jiiil引が必要にな

ります。あなたの大切な年金です。 保険の干承知iが変わ

る度、届H¥をしましょう。 国保年金課(内線267)

8
 



月 弥星 

市役所 ft35-ユ111 /  

イ 

, 

献血 
＊献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、腎臓

等の内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期 	日 時 	間 場 	所 

3月31日 

（木） 

午前10時から
正午まで 

市役所おまっり広場 

午後 
1時30分から 
午後 4時まで 

みどり町コミュニテイ
センターさかえ前 

（赤十字奉仕団栄分団協賛） 

成分献血 
成分献血は、 より効果的な輸血治療のために

必要な血．液成分だけを献血してルゾとだく方法で

す。そのため、I五1液の中から〔血葉・血小板〕を

いただき「赤血王kなど」の成分はお返しします。 

希望者は 3月17日まで保健環境課へご連絡願

レ、まーす。 

期 	日 時 	間 場 	所 

3月22日 

（火） 

午前10時から
午後 3 時まて三 

市保健センター 
1階 

舘山真由子ちゃん（種井・山野辺） 

母・ちか子さん 10カ月を過ぎたら、歩き

出したんで、すよ。なんでもよく食べて、 とても

元気です。健康で、子供らしい子供にーと願っ

ています。 

「 

市役所は、4月より 

「禁煙タイム」を実施します0 
来庁者の皆さん、市役所では平成 6 年 4月 1 

日より「禁煙タイム」を実施することにしまし

た。この時間帯は、来庁者の方もタバコを吸わ

ないよう皆さんのご協力をお願いします。 

・禁煙タイム轍濃算認篇 ~ 

ポリオ（小児マヒ）ワクチン接種 
対象 生後 3 カ月～48カ月までの乳幼児。 

場所 市保健センター 

受付時間 午後 1時～1時30分 

受付期間 6週間以上の間隔で4月と 5月に 2 

回受けてください。（尚、昨年1回のみ、接種の人

は、 4月か5月のいずれかの接種日に 2回目を

受けてください。） 

※注意事項 （ひ下痢している子、熱のある子、 

他の予防接種を受けて 1カ月たっていないお

子さんは接種できません。 

②l必ず熱を計って混月診票を記入し、母子健

康手帳といっしよに持ってきてください。 

@）お子さんの健康歩こ態を良く知っている方

がお連れください。 

9 平成6年3月15日  

@）封り区別日程 

地 区 別 1 	[i」］目 2 回 目 

五小学 I又 
ー七和地区： 

4月 6 日（水） 5月20日（金） 

梅沢地区： 
栄 地 区： 
長橋地区： 

4月 7 日（木） 5月25日（水） 

み、ど り 田丁 
飯詰地区 
毘沙門地区 

4月 8 日（金） 5月26日（木） 

松島地区： 
松 島 田丁 
三好地区： 

4月13日（水） 5月27日（金） 

南小学区
中川地区 

4月15日（金） 6月 1日（水） 

保健環境課 内線 268・272 

5月 弥生

市役所宮35-2官官官

E圃iI竃
*献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださ ったノパミ凡に、月干l臓、腎!臓

等の内助成機能の似jきを調べる血 液検有を行い、

後日結果をお知らせします。

期 日 時 問 場 所

午前10時から
市役所おまつり広場

3月31日
正午まで

(木) 午後 みどり UITコミュニティ

1時30分から センターさかえ前
午後4時まで (赤十字奉仕団栄分団協賛)

E軍語調珊
成分献血 は、 より効果的 な輸血 治療のために

必要な血 液成分だ、けを献血 していただく方法で

す 。そのため、血液の中から〔血 娘 ・血 小板〕を

いただき「赤血 球など」の成 分はお返しします。

希望者は 3月17日まで保健環 境 課へご辿絡願

います。

日寺 H日

L:f-所110日寺カミら

午後 3時 まで

ιn 
令ゑf 月斤

市保健センター

11精

EitAiDldJl霊園沼運冨琵Eヨ
対象 生後 3 ヵ 月 ~48 ヵ 月 まで‘の乳幼児。

場所 市保健センター

受付時間 午後 1 時~ 1 時30分

受付期間 6週 間以上のII¥J隔で、 4月 と 5;::Jに 2

|口l受けてください。UM、昨年 1[nlのみ接稲の人

は、 4月 か 5月のレ、ずれ かの接種目 に 2阿目 を

受けてください。)

※注意事 項 ①下痢 している子、熱のある子、

他 のニJ'防接極 を受けて 1ヵ月 たっていないお

子さんは接種 できませ ん。

9 

② 必 ず熱を計って問診哀を記入 し、母子健

康手帳といっ しょに持 ってきてくださ い。

③お子さんの健康状態を良く 知 ってい る方

がお連れくださ い。

平成6年3月15日

のび‘のび赤ちゃん・満1歳

• 

舘山真由子ちゃん (種弁・山野辺)

母 ・ ち か 子 さ ん 10ヵ月を過ぎたら、渉き

Ll'， したんですよ。なんでもよく食べて、とても

元 気 で す。健 康で、子供らしい子供に と願っ

ています。

市役所は、 4月より

「禁煙タイム」を実施します。

3tミ庁者の皆さん、市役所では平成6年4月 1

日より「禁煙タイムJ を実施することにしまし

た。この時間帯は、来斤者の方もタバコをl汲わ

ないよう皆さんのご協力をお願いします。

午前9時~午前11時

午後 1時~午後3時
-禁煙タイム

@ 地区別日程

上也 区 匁IJ 1 @]目 2 回 目

五 小 学区
4月 6日(7K)

七 和地 区

中毎 Uミ1也 l玄
栄 上也 区 4月 7日(オて) 5月25日(7K)
長 橋地 区

みど り 町

自反 言I寺上也 [::Z 4月 8日(金 ) 5月26日(オて)
毘沙門地区

ヰ公 品土也 区

ヰ公 島 lur 4月 13日(7K) 5月27日(金)
三 好 地 区

南小 学区
4月 15日(金 ) 6月 1日(7K)

中)11土也区

保健環境課 内線 268・272



平成 6年 3月15日 

ト従量料金（ imsにつき） 

尾
  
途及び種別 区 	分 現行料金 改定料金 引上げ額 改定率 

一
 

般
 

用
  

13 	mm 

第1段 1 -10n? 80円 110円 30円 37.50% 

第 2段 11'20n 135円 180円 45円 33.33% 

第3段 21--3Onf 176円 230円 54円 30 一 68% 

第 4段 31ば以上 233円 310円 77円 33.05% 

20 -25mm 

第1段 1 -10n? 81円 120円 39円 48.15% 

第 2段 11'20nf 157円 220円 63円 40.13% 

第3段 21--30ni 235円 320円 85円 36.17% 

第 4段 31 n?以上 292円 390円 98円 33.56% 

30mm以上 
第1段 1 '-30nf 350円 480円 130円 37.14% 

第2段 31ポ以上 425円 600円 175円 41. 18% 

浴 	場 	用 160円 220円 60円 37.50% 

公 設 	プ ー ル 160円 220円 60円 37.50% 

工 業 用 
4, 500mまで一般用の伊 」による 

4,501d以上 255円 340円 85円 33.33% 
※上記の基本料金・従量料金には消費税が含まれています。 

水 ld(L000 Q) は、 
ドラム缶で 5 本分の量にあたります。 

ト基本半l金（1カ月につき） 

口 径 現行料金 改定料金 引上げ額 改定率 

13mm 780円 1,050円 270円 34.62% 

20mm L575円 乙100円 525円 33.33% 

25mm 3,320円 4,400円 1,080円 32.53% 

30mm 5,370円 7,000円 1,630円 30.35% 

40mm 町 000円 11,700円 乙700円 30.00% 

50mm 27,400円 35,500円 8,100円 29.56% 

75mm 55,400円 71,500円 16,100円 29.06% 

100mm 93,750円 121,000円 27,250円 29.07% 

150mm以上 200,000円 220,00(〕円 20,000円 10.00% 

水
道
料
金
の
改
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

市
水
道
事
業
所
で
は
、
平
成
1
11
 

年
の
料
金
改
定
時
、
（
社）
日本
水

道
協
会
に
経
営
診
断
を
依
頼
し
四

四

・
七
五％
引
上
げ
の
診
断
を
受

け
五
所
川
原
市
料
金
等
問
題
懇
談

会
に
諮
問
し
ま
し
た
が
、
使
用
者

の
負
担
増
を
考
慮
し
、
三
二
・
四

〇
％
に
と
ど
め
ま
し
た
。
三
年
後

に
は
見
直
し
を
す
る
と
の
答
申
の

も
と
に
企
業
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
五
年
度
決
算
見
込
み

で
累
積
六
億
五
千
百
万
円
の
赤
字

が
予
測
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

ま
す
と
八
年
度
末
に
は
累
積
赤
字

が
＋
五
億
四
千
五
百
万
円
の
膨
大

な
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
主

な
内
訳
と
し
て
は
起
債
等
の
支
払

利
息
が
約
四
割
、
津
軽
広
域
水
道

企
業
団
か
ら
の
受
水
費
が
約
二
割

こ
の
両
者
で
水
道
事
業
費
用
の
六

割
近
く
を
占
め
ま
す
。
い
く
ら
人

件
費
お
よ
び
そ
の
他
の
経
費
を
節

減
し
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
。
 

水
道
事
業
の
経
営
は
、
地
方
公

営
企
業
法
に
よ
っ
て
独
立
採
算
制

と
な
っ
て
い
る
た
め
資
金
不
足
が

生
じ
て
も
市
の
税
金
で
穴
埋
め
す
 
 

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
料
金

収
入
で
賄
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
 

拡
張
工
事
等
を
施
工
す
る
に
は
大

蔵
省
等
か
ら
の
借
入
金
（
起
債
）
 

を
利
用
す
る
た
め
、
現
在
そ
の
支

払
利
息
が
ピ

ー
ク
状
態
に
あ
り
今

後
数
年
続
く
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
今
回
も
同
協
会
に
経
営

診
断
を
依
頼
し
、
五
三
・
四
四％

引
上
げ
の
診
断
を
受
け
ま
し
た
が
、
 

あ
ま
り
に
も
高
率
な
た
め
、
苦
し

い
資
金
繰
り
は
続
く
も
の
の
当
面

四
〇

・
五
七
％引
上
げ
し
よ
う
と
、
 

同
懇
談
会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
 

不
況
、
冷
害
等
世
情
お
よ
び
市
民

感
情
を
考
慮
し
、
諮
間
よ
り
抑
制

し
三
八
・
六
四％
の
改
定
と
す
る

旨
の
答
申
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
去
る
十
二
月
定
例
議
会
で

慎
重
審
議
の
結
果
、
や
む
を
得
ず

現
行
料
金
の
平
均
三
八
・
六
四％

引
上
げ
る
こ
と
を
議
決
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
、
 一
般
家庭
が
い

ち
ば
ん
多
く
使
用
し
て
い
る
ロ
径

士
」
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
料
金
改
定

率
は
平
均
よ
り
も
低
く
三
五
％
前
 

,
 後

に
抑
え
て
あ
り
ま
す
。
 

新
料
金
の
実
施
時
期
は
平
成
六

年
四
月
一
日
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
 

三
月
使
用
水
量
の
検
針
が
四
月
と

な
る
た
め
実
際
に
は
五
月
分
の
料

金
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。な
お
、
 

四
月
一
日
号
に
も
再
度
掲
載
し
、
 

四
月
十
五
日
号
に
は
新
料
金
の
早

見
表
を
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と
し
て

毎
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

今
後
は
、
効
率
的
な
事
業
運
営

を
基
本
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
営
面

で
の
業
務
改
善
、
経
費
の
節
減
等

鋭
意
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
水
 

道
事
業
財
政
の
健
全
化
に
一
層
の
 
市
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
 
m
 

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
 
 

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

―改定料金― 

(
 

平成 4年度の水道水 lmの費用 

市
中
小
道
事
業
所
で
は
、
平
成
三

年
の
料
金
改
定
時
、
(
社
)
円
本
水

道
協
会
に
経
営
診
断
を
依
願
し
問

問

・
七
五
%
引
上
げ
の
診
断
を
受

け
五
所
川
原
市
料
金
等
問
題
懇
談

会
に
諮
問
し
ま
し
た
が
、
使
用
者

の
負
担
附
を
考
肱
し
、

三
二

・問

。
%
に
と
ど
め
ま
し
た
。一二
年
後

に
は
凡
阿
し
を
す
る
と
の
答
巾
の

も
と
に
企
業
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
五
年
度
決
算
比
込
み

で
累
柏
六
位
玉
千
行
万
円
の
赤
字

が
予
測
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
推
移
し

ま
す
と
八
年
度
末
に
は
累
積
赤
字

が
十
五
億
四
千
五
百
万
円
の
膨
大

な
額
が
凡
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
主

な
内
訳
と
し
て
は
起
債
等
の
支
払

利
息
が
約
問
割
、
津
軽
広
域
水
道

企
業
同
か
ら
の
受
水
貨
が
約
二
割、

こ
の
両
者
で
水
道
事
業
費
用
の
六

割
近
く
を
占
め
ま
す
。
い
く
ら
人

件
費
お
よ
び
そ
の
他
の
経
費
を
節

減
し
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
。

水
道
市
業
の
経
営
は
、
地
方
公

品
目
企
業
法
に
よ

っ
て
独
立
採
算
制

と
な
っ
て
い
る
た
め
資
金
不
足
が

生
じ
て
も
市
の
税
金
で
穴
埋
め
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
料
金

収
入
で
賄
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

拡
張
工
事
等
を
施
工
す
る
に
は
大

蔵
特
等
か
ら
の
借
入
金
(
起
伯
)

を
利
用
す
る
た
め
、
現
在
そ
の
支

払
利
息
が
ピ

l
ク
状
態
に
あ
り
今

後
数
年
続
く
比
込
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
今
回
も
同
協
会
に
経
営

診
断
を
依
頼
し
、
五
三
・
四
四
%

引
上
げ
の
診
断
を
受
け
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
に
も
市
率
な
た
め
、
苦
し

い
資
金
繰
り
は
続
く
も
の
の
当
面

四
0
・
五
七
%
引
上
げ
し
よ
う
と
、

同
懇
談
会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、

不
況
、
冷
官
官
等
世
間
お
よ
び
市
民

感
情
を
考
慮
し
、
諮
問
よ
り
抑
制

し
三
八
・
六
四
%
の
改
定
と
す
る

円
の
符
巾
を
特
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
去
る
十
二
月
定
例
議
会
で

慎
重
審
議
の
結
果
、
や
む
を
得
ず

現
行
料
金
の
平
均
三
八

・
六
四
%

引
上
げ
る
こ
と
を
議
決
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
、

一
般
家
庭
が
い

ち
ば
ん
多
く
使
用
し
て
い
る
口
径

十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
料
金
改
定

率
は
平
均
よ
り
も
低
く
三
五
%
前

後
に
抑
え
て
あ
り
ま
す
。

新
料
金
の
実
施
時
期
は
平
成
六

年
四
月

一
円
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、

三
月
使
用
水
虫
の
検
針
が
同
月
と

な
る
た
め
実
際
に
は
五
月
分
の
料

金
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。な
お
、

内
刀

一
口
号
に
も
再
度
掲
載
し
、

問
刀
十
五
円
号
に
は
新
料
金
の
い
十

見
表
を
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と
し
て

毎
戸
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
効
率
的
な
す
す
業
運
慌

を
基
本
に
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
営
而

で
の
業
務
改
善
、
経
費
の
節
減
等

鋭
意
経
常
の
合
迎
化
を
幽
り
、
水

平成4年度の水道水 lnfの費用

道
ギ
業
財
政
の
位
全
化
に

一一
川
の

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

用途及び種別 区 Jノ'J 現行料金 改定料金 引上げ額 改定，十三

第 1段 1 ~10rri' 80円 110円 30円 37.50% 

第 2段 1l~20 ば 1351I1 180円 45円 33.33% 
13 mm 

第 3段 21 ~30ni' 176円 230円 54円 30.68% 

i'fi4段 31n1以上 233円 310円 77円 33.05% 

般
第 1段 1 ~lO n1' 81円 120p.J 39jIJ 48.15% 

第 2段 1l ~20ni' 157P.J 220円 63円 40.13% 
20~25mm 

21~30nf 36.17% 第 3段 235円 320円 85円

用
第4段 31 ni'以上 292円 390円 98円 33.56% 

第 1段 1 ~30 1ll" 350円 480円 130円 37.14% 
30mm以上

第 2段 31n1以上 425円 600ドl 175円 4l.18% 

狩よ 4令2F7Jt 用 160円 220円 60円 37.50% 

公 設 プ /レ 160円 220円 60円 37.50% 

工業用|
4，500111まで一般用の仔1)による

4，501111'以上 1 255 JIJ 1 340円 1 85円 133.33%

一改定 料 金一

惨従量料金 (1111'につき)水 1nf (1，000 Q )は、
ドラム缶で 5本分の量にあたりますロ

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
別
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。
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砂基本料金 (1ヵ月につき)

口径 現行料金 改定料金 引上げ額 改定率

13mm 780円 1，050円 270円 34.62% 

20mm 1，575円 2，100円 525円 33.33% 

25mm 3，320円 4，400円 1，080円 32.53% 

30mm 5，370JIj 7，∞0円 1，630JIj 30.35% 

40mm 9，000円 11，700円 2，700円 30.00% 

50mm 27，400円 35，5ooJIj 8，1ooJIj 29.56% 

75mm 55，400円 71 ，500円 16，100円 29.06% 

100mm 93，750円 121，0∞円 27，250円 29.07% 

150mm以上 200，000円 220，∞0円 20，000円 10.00% 

※上記の基本料金・従量料金には消費税が含まれています。
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